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NPO 法人設立を契機に、お笑い集団 NAMARA と連携した活動を開始。特命の宣伝大使を任命し、フード

バンク活動の食品寄贈やボランティア参加の呼びかけを強化。「フードバンクにいがた大使」には、支援活

動に共鳴し県民のためにお役に立ちたいと、ナマラ「ヤングキャベツ」の中静祐介氏と高橋なんぐ氏、そし

て「ひなた」の渡辺隆典氏（たかのり）と波田野博章氏（ぴろん）の 4 人が就任。 

２月９日、ナマラエンターテイメント所属のアコースティックデュオひなたと芸人ヤングキャベツの２組によ

るライブステージ「第３回!!ひなキャベ公演～一笑一唄～」がアオーレ長岡・市民交流ホールＡで行われました。

その開演に先立ち、ひなたとヤングキャベツ２組の「フードバンクにいがた大使」任命式を執り行いました。 

ＮＰＯ法人として新たなスタートを切ったフードバンクにいがた。フードバンクの周知、またその活動を広げる

ための力添えを頂きたいと大使をお願いしました。 

任命式では、フードバンクにいがた理事長の高見優による挨拶、職員

による大使のたすきと黄色いスタッフジャンパー授与後、大使４人から

は決意表明として、今後の活動について語って頂きました。 

ひなたのお２人からは「今後の音楽活動、ライブなどで積極的に伝え

ていきたい。フードバンクソングを作りフードバンクの認知を。自分た

ちにできることから」と。ヤングキャベツのお２人からは「食べること

に困っている人がいる。〝ある”のに〝ない”ことになっている今の現

状がある。フードバンクに関するイベントを行ったり、イベント等で協

力を呼びかけたい」といった言葉を頂き、とても心強く感じました。有

難うございます！ その後、中静さんが会場に降りて、予

告で持参頂いた食品を回収。フードバンクにいがた長岡セ

ンターを紹介して、センター長に食品を渡してくれました。 

 それぞれのライブの後、ひなたとヤングキャベツが一緒

に登場して、フードバンクにちなんで「食べ物」をお題に

童謡のメロディに乗せて歌う即興曲づくり対決がありまし

た。終始笑い声に溢れる、賑やかで楽しいライブでした。

ひなたさん、ヤングキャベツさん有難うございました。フ

ードバンクにいがた大使、どうぞ宜しくお願い致します！ 

そして、当日食品寄付をして下さった皆様、大変有難うご

ざいました！ しっかり届けさせて頂きます。（大平理事） 
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フードバンクにいがた大使任命 

歌とお笑いがいっぱい宣伝しちゃうぞ！！ 

高見理事長よりヤングキャベツへ任命 
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ひなたとヤングキャベツのライブは 

来年２０周年を迎えるひなたは、伸びやかで優しく

温かい歌声、すぐそばにある幸せに気づかせてくれる、

そんな歌を届けてくれました。５月５日に新潟ＬＯＴ

Ｓでのワンマンライブを予定しているそうです。 

ヤングキャベツは「新潟」をテーマにした漫才とコ

ント。漫才は新潟に暮らす人には、こそばゆく心くす

ぐる内容でした。コントも大笑いさせて頂きました。 

（大平理事） 

 

 

昨年、１２月２５日に特定非営利活動法人（NPO 法人）フードバンクにいがたが正式に設立されました。 

従って、現在任意団体と NPO 法人団体の二つのフードバンクにいがたが併存している状態です。会報１２号

でご案内の通り、フードバンクにいがたの団体を一本化するために二つの総会を同日に開催します。 

  日時： ４月２２日（日）12 時 30 分から 場所： 新潟市立中央図書館ほんぽーと 3 階 

１．任意団体フードバンクにいがた移行総会  12：30～13：05  五年間ご支援ありがとうございました 

２．NPO 法人フードバンクにいがた第２回総会  13：15～13：40  引き続きご支援お願いいたします 

記念講演 演題「生活困窮者の実態と地域の役割」 講演者 阿部 彩 教授 14：00～15：00 

記念シンポジュウム テーマ「生活困窮者の自立を支える仕組みづくり」   15：10～17：00 

  ＊詳しくは、総会・記念シンポジウムの案内チラシをご覧ください。 

   18 年度 4月 1日からの新会員を募集しています。個人会員 １口 3,000 円から、団体会員 1口 1万円から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども食堂に関心のある方 

子ども食堂ネットワーク 事務局 

電話：03-5365-2296 FAX：03-5365-2298 

メール：info@kodomoshokudou-network.com 

生活困窮者支援に関心のある方 

新潟パーソナルサポートセンター 

電話：025-385-6851 FAX：025-385-6852 

メール：niigata-pscenter@bz04.plala.or.jp 

つながれ 

少しのお金と少しの勇気 

「にいがた・テーマ型募金」募集中 愛のご支援を💛 

まもなく、締切りです！ 3 月 31 日振込み分まで  

これは、新潟県共同募金会が始めた新しい形の募金・助成

活動です。団体が取り組む地域福祉課題等を解決するための

団体活動費の一部を共同募金会と団体が一緒に集めるもの

です。皆様からの寄付金は、共同募金会を通じてフードバン

クにいがたの活動資金として助成されます。何卒ご支援お願

いします。（募金活動は 1月から始めています） 

●全国のゆうちょ銀行・郵便局でお振込み可能な専用の払込

取扱票（左のチラシ）がございます。こちらで窓口手続き頂

きますと手数料がかかりません。専用の払込取扱票につきま

してはフードバンクにいがたにお問い合わせ下さい。郵送さ

せていただきます。ご連絡お待ちしております。 

電話：０２５－３８４－４４６６ FAX：０２５－３８４－８２２４ 

E-mail: fbn@roukyou.gr.jp 

後ろの４人が大使。前に FB の職員 
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新潟では、昨年いっきに子ども食堂が増えました。身近にいるかもし

れない食に困っている子どもを支援するというのが多くの人の心を掴ん

だものと思われます。そして、数カ月も経たないうちに見えて来たのは、

「子ども食堂」の活動目的と運営の多様性です。貧困の子どもの食支援を

する。貧困を問わず子どもに豊かな食体験をしてもらう。高齢者も含めて

地域の食の安心を目指す。高齢者から子どもへ地域の食文化の継承を試み

る。さらに、食を核にして地域の絆を再生、居場所づくり。等々と、「子

ども食堂」の役割は広がりを持って来ました。当ＦＢＮは、これからの「子ども食堂」がどうなって行くのか、その多様な進展に

注目し、「子ども食堂」の今とこれからについてこの活動をシリーズで紹介して、今後も「子ども食堂」の支援を行ってゆきます。 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

敬和学園大学フィールドトレーニング（実習）発表会  

   フードバンクは「食は職から」ということで就労支援としての職業体験実習を受け入れています。 

敬和学園大学からは毎年 11 月に 2 週間程度、3~4 人の

学生に実習に来て頂いています。そして、学んだことを学

生たちが発表する会が 2 月 10 日（土）に当大学内であり

ました。今回実習した学生さん達は、「正確に素早く業務

を行うことができるように努め、わからないことがある場

合はすぐに聞くようにして業務を的確に行う。また、業務

を終えた後も再度確認を行う。→人との関わり方の向上に

繋がり、コミュニケーション能力を身に着けられる」「食

品の記帳作業などの単純作業の積み重ねが重要であり、そ

れを蔑ろにすることは仕事の根幹を揺るがすことになるため、その行動がどのような結果に繋がるのか

を考えてから慎重に行動することが大切だと実感した」などとスライドを使って発表していました。聴

いている後輩は来年度には自分たちが発表するので真剣に聴き、質問していました。（真木） 

こども食堂の展望  

     ～地域が違えば、かたちも違う～ 

 ゆうやけこどもけやき食堂 

 時代の流れと共に、「家族の関係」「子どもの置かれた環境」「地域住民の絆」が大きく変化しています。 

 平成２８年３月に親以外の地域住民も地域の子どもを見守り育む手助けをしようということで発足しまし

た。放課後に、子どもだけで家に居なければならない時に一人で来られる居場所です。夜の学童保育版で、

夕食を食べ、勉強したり、体あそびをして過ごし夜８時に親の迎えで帰ります。参加者は、小学生・中学生

と支援するボランティアです。ボランティアは多くが子育てを終えていて、孫のように慈しみながら楽しく

ふれあい、又、誰かの役に立っているという生きがいにもなっています。そんな中でもう一方の事実として

子ども達は若い学生さん達が来るとうれしそうではありますが。料理やケーキを一緒に作ったり、いも掘り

に出かけたりの体験もして、家でもお手伝いできるようにしています。 

 

開催日 第１木曜・第３火曜 １６：３０～２０：００ 参加費 ２００円(子どもはお手伝いで無料) 

場所 旧喫茶けやき(西区上新栄町) 電話０２５-２６０-７７９８ 当日朝までに連絡 代表 会田きよみ 
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♡ご協力 ありがとうございます♡ 

 

・・◇今後のフードドライブの予定 ◇・・ 

４月 10～20 日 長岡市社協（原則偶数月の 10～20） 

３月 10～20 日 ながおか医療生協（原則奇数月の 10～20） 

毎月第一土曜日 10:00－12:00 新潟市秋葉区新津地域交流センター1階 

毎月第二土曜日 10:00－12:00 新潟市中央区万代シネ・ウインド 

毎月第二土曜日 10:00―12:00 北区豊栄さわやか老人福祉センター 

毎月 20 日   10:00―12:00 南区臼井デイサービス「うすい」内          

毎月第三土曜 10～12 時 新潟市いくとぴあ食花 JA きらきらマーケット内 

毎月月末金曜日 10：00～12：00 新潟市東区区役所社会福祉協議会内 

毎週月・木  新潟市西区小針 ささえあいコミニテイ生協新潟内 

業務時間内  新潟市江南区横越「えんでばよこごし」 

業務時間内  新潟市西区上新栄町「けやき食堂」 

業務時間内  新潟市中央区社会福祉協議会（古町コシジ会館 3階）内 

業務時間内  新潟市中央区西堀地下 よろっ to ローサさま内 

業務時間内  新潟市中央区新光町勤労福祉会館４階フードバンク事務局 

業務時間内  新潟市南区「白根健康福祉センター」内 

業務時間内  新潟市東区山ノ下「就労準備支援施設 晴れる屋」内 

この他、寄贈いただいた一般家庭の皆様、生産農家の皆様、フードドライブを開催してくださった皆様、支

援をいただいた会員の皆様に改めまして、感謝申し上げます。ありがとうございました。 

30 年３月現在 受入施設・団体（敬称略・順不同） 

・地域活動Ｃ石山 ・ライフデザイン・ NPO 子どもセンターぽ

ると・新潟天使園 ・スペースひなた ・たいむ ・SCLLC   

・新潟県、新潟市、長岡市パーソナルサポートＣ・NPO ピュア

はーと ・FLIP・女のスペースにいがた 等の９２団体 

 

30 年 3 月 1 日現在 団体・個人会員（敬称略・順不同）  （団体会員３５、個人会員 11６名、賛助会員１） 

・阿賀野市社会福祉協議会 ・オフィスサポートきずな ・自立援助ホームたいむ ・新潟県労働金庫 ・燕市 ・連合新潟・

NPO 法人女のスペースにいがた ・（一社）新潟県労働者福祉協議会 ・新潟県総合生活協同組合 ・連合中越地域協議会・全

農林労働組合新潟分会 ・石山味噌醤油(株)・ 菊水酒造(株)・ 有限会社大島鉄工所 ・ＵＡゼンセン原信労働組合・（一財）

新潟県ろうきん福祉財団 ・情報労連新潟県協議会 ・日本郵政グループ労働組合新潟連絡協議会 ・原信(株)・ＮＰＯ法人

スマイルサポート新潟 ・一般社団法人パラシュート ・ワーカーズコープ北陸信越事業本部・新潟県高度情報社会生活支援

センター ・一般社団法人ノブレス・オブリージュ・㈱アートグラフィック新潟 ・新潟市議会新市民クラブ・日本共産党

新潟市議会議員団 ・新潟市議会民主にいがた ・新潟市議会新潟市政クラブ ・新潟市議会公明党 ・ささえあいコミュニ

ティ生活協同組合新潟 他   

30 年 3 月 1 日現在 寄付金（敬称略・順不同）  （２８年 4.1～30 年 3.31）       JU 新潟、 県内各ライオンズクラブ 

田代 智、小泉直子、粋虎卯会、原信、大西和子、藤由栄子、イオンリテール、日本基督教団新潟協会、敬和学園高校 

30 年３月現在 食品寄贈団体・企業（敬称略・順不同） 

・ささえあい農場・阿賀野市社会福祉協議会・新潟県労働金

庫・石山味噌醤油(株)・大和ハウス工業(株)・福田組(株) 

・JP 労組ユースネットワーク・五泉市役所 ・粋虎卯会 

・丸栄製粉(株)・亀田製菓(株)・角利産業（株）・新潟市他 

ふーどんの活動日誌 

・昨年 12 月 18 日、濁川小学校 6 年生  

収穫祭米贈呈式（間、真木） 

・昨年 12 月 25 日、NPO 法人フードバン

クにいがたの法人登記の手続きが完

了し活動開始。 

・1月 16 日、第 1回 NPO 法人フードバン

クにいがたの理事会 

・1月 26 日、食品衛生責任者研修 

（真木、滝沢）修了 

・2 月 6 日、第 2 回 NPO 法人フードバン

クにいがたの理事会＆評議員会 

・2 月 9 日、アオーレ長岡にてフードバ

ンクにいがた大使任命式。 

今冬の野菜高、大雪は大変だったね‼ 

大根、白菜、キャベツみんな高値が続いて困ったね。青菜が食

べたいけど、いつも食べてる量より減っているよう。大雪で買

いもん行かんなくて困った人もいたんじゃないの。 

 

カーリンフィギュ

アショートトラッ

クをやる気満々の

ふーどんでした。 


